
2020年度から、新しい学習指導要領での学びが始まっています。

小学生算数に「変化と関係・データの活用」という項目が追加され、従来の「算数＝計算・回答」のイメージから

一歩進んで、グラフや図を用いることが求められます。

また、国語でも「自分の考えを伝えるために図表やグラフを用いて工夫をする」という言葉が多く出てきます。

これからの学習では情報を読み取ることをめあてとし、思考力・判断力・表現力の育成が求められています。

まちケア・ステップではデータに触れる・遊ぶ・楽しむ・学ぶ・伝える機会を提供し、これからの子どもたちに

必要なものごとを客観的にとらえ、身の回りの課題を解決する、21世紀型スキル「課題発見・問題解決のス

トーリーを描く力」の育成支援を行います。



高知県立大学  看護学部  災害看護学・国際看護学教授の神原咲子先生が提唱する、

防災の観点から生まれた考え方で、 「今日の自分を把握する」を目的としています。

まちケア・ステップ開所にあたり 、神原先生からアドバイスをいただき、

・保護者様へ、安心をお届けすること。

・お子様が自らのデータを蓄積する成功体験を得ること

2点を軸に、子ども向けのログブック（自己記録）を独自に作成いたしました。

入室時に各自記入し、教室内での発表に用いたり 、比較検討のサンプルとして活用します。

「データって、なあに？」

大人でも、答えられる人はなかなかいません。デジタルなもの？難しいもの？ A Iとか…？

いえいえ！データって、実はとっても身近なものなんです！

たとえば、走ることが得意だ、と伝えるために。

今日の暑さを、昨日の雨を、ここに来るまでにかかった時間を。

データって、誰かに何かを分かりやすく伝えるための、大切な手掛かりなんです。

そこから、さらにもう一歩。

データから読み取れるものをさがして伝える、楽しさを積み重ねてみてください。



作って帰って 、家族で見直す防災マップ 。

色々な状況を考えて 、自由に触れる ・動かせる 。

データの基本を楽しく学ぶ 。

結果をグラフ化 、  「数える 」 「分ける 」の第一歩 ！

紙とペンでわかりやすく ！

宿題などはありません 。

アウ トプッ トを学びつつ

その子に合ったインプッ トを ！

「知りたい 」に寄り添います 。

専門家の方をお招きします 。

デザイン ・新聞 ・ A Rの秘密に

触れてみよう ！

通うたびに、小さな「できた！」を感じてもらえるよう、多様な教材をご用意しました。

また、まちケア・ステップのスタッフは全員「データソムリエ」として認定した、データ活用の

一定スキルを持ったスタッフです。

思いついたときに、いつでも気軽に学べる場として、お子様の成長をサポートいたします。

目的を持ち、身近な疑問を解決することで、「伝える力」をいっしょに育んでいきましょう！



岡山県倉敷市阿知一丁目7番2 くらしきシティプラザ西ビル707

086-441-5015 （https://step.machicare.co.jp/）
お問い合わせは
こちらまで


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

